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植 田 信太郎 (東大･理)
霊長類の進化に関する分子レベルからの研究は
近年急速に発展してきたが,これらの研究のほと
んどは遺伝物質であるI)NAの二次産物であるタ
ンパクを用いた間接的なものであった｡しかし最
新の分子生物学的手法を用いることによりDNA
の直接的分析が可能となり,タンパクレベルでは
!l【矢上不可能であった,生物進化に重要な役割を
はたしてきた迫伝子重複を容易に検出することが
できるようになった｡
免疫グロブリンIgEのⅡ鎖定常部を支配する
CE遺伝子はヒトのゲノム中に少なくとも3つ存
在する｡このうちCg3遺伝子は発現される迫伝子
(Cel迫伝子)に存在する3つのイントロンを完
全に欠失すると共に.ポリ(心付加シグナル下流に
31塩基からなるアデニンに富んだ配列がみられ.
processedgene の一つであると考えられる｡更
にこのCE3旋退伝子の両端にはレトロウイルスの
I'TR様構造がみられ.動く退伝子 トランスポゾ
ンと類似の構造をしていた｡このCE3擬逝伝子は
一度RNAの形を介しプロセシングをうけT=のち
逆転写によりDNAとなり再びゲノム中に組込ま
れ形成されたと考えられる｡従来真核生物で考え
られてきたDNAの進化とは異なる.この動的な
進化が霊長類においていかになされてきたかを探
る為.原泣3屈3超.新世界ザル6屑7槌.旧tLT
界ザJt,5屈13種ならび雑種1種.おJ:び類人独
3屈4位より血液を採取.リンパ球よりDNAを
抽出後.種々の制限酵素にて切断.サザンハイブ
リダイゼーション法により検索の結果.少なくと
もヒト上科とオナガザル上科の分岐以抑 ここの
processedgeneが形成されたと推測された｡ま
た別のCC擬迫伝子 (CE2退伝子)は比較的以近生
じた迫伝子重複により形成されたことが示唆され
た｡現在.雷長類におけるCH迫伝子群の相成に
関する更に詳細な分析を進めている｡
ニホンザルの音声コミュニケーション
- 嵐山群と下北Al群-
井上美智享 (大阪市大･理)
鈴木久代*(岩田山自然遊園地)
*共同実験者
嵐山群の音声レパー トリーを他群と比較するた
め.1982年6月に捕投前の下北Al群を観糾 し
た｡約70時間群れと行動を共にし.ランダムに音
声を録音し.発声状況を記録した｡279の音声群
を録音し.それらに含まれる254声をソナグラフ
で分析した｡
耳によっても.ソナグラフのパターンによって
も識別可能な19超の嵐山群の音声のうち.15位
が下北Al群で確認できた｡碇認できなかった4
位は嵐山群においてもまれにしか聞かれない.或
いは発情期にしか聞かれないものであった｡地山
群の19種に対応する44のソナグラフのパターン
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